
２
０
１
６
年
４
月
熊
本
地

震
、
１
７
年
７
月
九
州
北
部
豪

雨
、
今
年
６
月
の
大
阪
北
部
地

震
に
続
く
西
日
本
豪
雨
災
害
な

ど
「
過
去
に
例
を
見
な
い
異
常

気
象
に
よ
る
大
災
害
」
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

そ
の
度
に
、
私
た
ち
国
土
交

通
省
に
働
く
職
員
は
、
自
ら
が

被
災
し
て
い
る
場
合
で
も
、
被

災
者
の
救
出
支
援
、
家
屋
・
イ

ン
フ
ラ
の
診
断
な
ど
の
被
害
状

況
調
査
、
応
急
復
旧
・
応
急
対

策
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
２
０
１
４
年
度

に
人
事
院
総
裁
賞
を
２
０
１
５

～
１
６
年
度
防
災
功
労
者
内
閣

総
理
大
臣
賞
を
受
賞
し
て
い
ま

す
。し

か
し
、
職
場
で
は
連
年
に

わ
た
る
厳
し
い
定
員
削
減
の
結

果
、
日
常
的
に
労
働
強
化
が
続

い
て
い
ま
す
。
緊
急
災
害
対
策

派
遣
隊
を
送
り
出
し
て
い
る
職

場
で
も
例
外
で
は
な
く
、
残
っ

た
職
員
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
職

員
の
分
も
含
め
て
通
常
業
務
を

処
理
し
て
い
る
の
が
実
態
で

す
。私

た
ち
は
、
こ
う
し
た
実
態

の
解
消
を
こ
れ
ま
で
要
求
し
て

き
て
い
ま
す
が
、
根
本
的
な
解

消
に
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
原
因
は
、
緊
急
災
害
対

策
派
遣
隊
の
活
動
が
法
的
な
裏

付
け
が
な
く
国
土
交
通
省
設
置

法
の
所
掌
事
務
の
運
用
の
範
囲

内
で
の
活
動
で
あ
る
か
ら
で

す
。
そ
の
た
め
地
方
整
備
局
や

事
務
所
に
災
害
派
遣
組
織
が
設

置
さ
れ
ず
、
人
員
の
確
保
も
で

き
て
い
ま
せ
ん
。

地
方
自
治
体
や
住
民
の
期
待

に
少
し
で
も
応
え
、
国
土
交
通

省
の
役
割
を
広
げ
、
十
分
に
果

た
す
た
め
に
も
、
国
土
交
通
省

の
地
方
整
備
局
や
事
務
所
に
災

害
対
応
組
織
を
新
設
し
、
新
た

な
人
員
を
確
保
す
る
事
が
必
要

で
す
。

そ
の
た
め
、
国
土
交
通
省
当

局
、
内
閣
人
事
局
に
左
表
の
項

目
を
内
容
と
す
る
要
求
書
を
提

出
し
て
い
ま
す
。

大
規
模
な
土
砂

災
害
が
発
生

７
月
１
０
日
、
中
国
支
部
の

末
永
中
執
（
太
田
川
工
務
２
課

長
）
か
ら
次
の
報
告
が
入
っ
て

い
ま
す
。

◆
先
週
末
に
中
国
地
方
等
を
襲

っ
た
豪
雨
に
よ
り
、
広
島
や
岡

山
で
は
大
規
模
な
災
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

河
川
で
は
、
山
陽
側
を
中
心

に
多
く
の
河
川
で
計
画
高
水
位

を
超
え
た
ほ
か
、
倉
敷
市
の
高

梁
川
の
支
川
の
小
田
川
で
は
、

破
堤
に
よ
り
広
範
囲
に
床
上
被

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
太
田

川
で
は
、
太
田
川
の
支
川
の
根

の
谷
川
が
氾
濫
し
、
破
堤
寸
前

ま
で
損
傷
し
て
い
ま
す
。
道
路

で
は
、
高
速
道
路
も
約
５
０
箇

所
で
損
傷
し
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら

通
行
止
め
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
鉄
道
は
、
新
幹
線
こ

そ
復
旧
し
ま
し
た
が
、
在
来
線

は
、
あ
ち
こ
ち
で
運
行
中
止
が

続
い
て
い
ま
す
。

私
が
担
当
す
る
砂
防
に
つ
い

て
も
、
直
轄
整
備
管
内
で
、
少

な
く
と
も
５
箇
所
で
死
者
を
含

む
大
規
模
な
土
砂
災
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

Ｈ
２
６
年
８
月
の
広
島
豪
雨

土
砂
災
害
と
同
様
、
今
回
も
広

島
県
東
部
を
中
心
に
線
状
降
水

帯
が
発
生
し
、
こ
れ
ま
で
に
土

砂
災
害
が
少
な
か
っ
た
呉
市
や

熊
野
町
で
も
大
規
模
な
土
砂
災

害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

当
面
、
業
務
に
追
わ
れ
る
と

思
い
ま
す
が
、
部
下
職
員
の
健

康
フ
ァ
ー
ス
ト
で
対
応
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

な
お
、
災
害
対
応
等
の
課
題

に
つ
い
て
は
、
各
自
、
整
理
し

て
お
き
た
い
と
思
い
ま
す
◆
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毎
年
の
よ
う
に
西
日
本
豪
雨
災
害
を
は
じ
め
と
し
て
災
害
が
頻

発
し
、
災
害
は
い
つ
、
ど
こ
に
で
も
発
生
し
て
も
不
思
議
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
国
土
交
通
省
は
、
今
回
の
災
害
に
対
し
て
も
四
国
・

中
国
地
方
に
緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

西日本豪雨をはじめ頻発する災害から
国民の安全・安心をまもるため

緊急災害対策派遣隊の
法制化と増員を！

１．国土交通省設置法の所掌事務に「公共土木施設の被災状況調査
の応援及び支援並びに緊急災害対策派遣隊に関すること」を明記
すること。

２．各地方整備局や事務所に災害派遣組織を新設すること。その際、
その組織には新規増員すること。

３．現在の緊急災害対策派遣隊について次の改善を図ること。
①危険箇所等へ派遣される職員の、災害防止に必要な措置をとる

こと。
②災害対応に従事する職員の命と健康を守るために、必要な装備

品などを整備すること。
③長時間労働に陥らないよう、人事院規則などで求められる休息

や休憩、勤務日と勤務日の間に適切な休養を確保すること。
④被災地で自動車運転をする職員が過労状態で運転すことがない

よう努めること。
⑤自らや家族が被災者となっている職員の勤務実態についても、

現地で把握し、必要な措置をとること。
⑥官署で勤務する職員についても、被災地に派遣されている職員

同様、長時間労働に陥らないよう、適切な休憩・休息、休暇が
取得できるようにすること。

⑦大規模な災害発生時における業務執行体制について、貴職自ら
現地調査した上で、職員の命と健康・安全を確保とした体制を
確立するために、「定員の確保」を関係機関に上申すること。

４．大規模な災害時における派遣職員や官署勤務職員の安全と健康
を守るため、新たな人事院規則の制定を人事院に働きかけること。

５．多くの管理職員は、災害時には「体制」に組み込まれ、地方整
備局長などの指揮命令下にあり、一時的に管理・監督の立場でな
くなることになります。このことを理解され管理職員の災害時の
諸手当の見直しを関係機関に働きかけること。



政
府
は
７
月
１
０
日
、
２
０

１
９
年
度
の
定
員
要
求
の
基
準

を
閣
議
決
定
し
ま
し
た
。
そ
れ

に
よ
る
と
、
定
員
に
つ
い
て
昨

年
度
同
様
に
定
員
合
理
化
、
新

規
増
員
の
抑
制
に
取
り
組
む
と

し
、
緊
急
重
点
分
野
と
し
て
周

辺
海
域
を
取
り
巻
く
情
勢
の
緊

迫
化
に
対
応
し
「
海
上
保
安
の

基
盤
強
化
」
「
円
滑
な
検
疫
」

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
国
家
公
務
員
の
人
件

費
予
算
に
つ
い
て
は
、
「
職
員

構
成
の
高
齢
化
等
に
伴
う
構
造

的
な
増
加
を
抑
制
す
る
」
と
し
、

定
年
延
長
に
関
し
て
は
「
能
力

・
実
績
主
義
の
人
事
管
理
を
徹

底
で
き
る
の
か
と
指
摘
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
留
意
し
つ
つ
人
事

院
の
検
討
を
踏
ま
え
た
上
で
制

度
設
計
を
行
う
」
「
当
面
新
規

採
用
の
確
保
に
配
慮
し
つ
つ
フ

ル
タ
イ
ム
再
任
用
職
員
の
活
用

を
進
め
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

フ
ル
タ
イ
ム
職
員
の
活
用
は

昨
年
度
も
方
針
と
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
そ
の
方
針
に
反
し
国
土

交
通
省
で
は
、
フ
ル
タ
イ
ム
採

用
が
わ
ず
か
し
か
あ
り
ま
せ

ん
。ま

た
、
本
省
当
局
は
、
ユ
ニ

オ
ン
と
の
折
衝
で
「
５
年
で
１

０
％
削
減
の
政
府
全
体
の
方
針

が
あ
る
中
で
、
防
災
減
災
対
策

や
老
朽
化
対
策
な
ど
が
柱
と
考

え
て
い
る
の
で
、
引
き
続
き
増

員
に
努
力
し
て
い
き
た
い
」
と

し
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
に
お

い
て
も
、
農
林
水
産
省
に
つ
ぎ

多
く
の
定
員
削
減
と
な
っ
て
い

ま
す
。
６
月
に
閣
議
決
定
さ
れ

た
「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の

基
本
方
針
」
（
骨
太
方
針
）
で

は
「
被
災
地
の
早
急
な
復
旧
・

復
興
に
向
け
て
緊
急
災
害
対
策

派
遣
隊
の
体
制
・
機
能
を
拡
充

・
強
化
」
と
う
た
わ
れ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
の
要
求
と
一
致
し

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、

緊
急
災
害
対
策
派
遣
隊
の
組
織

化
・
増
員
な
ど
防
災
体
制
の
拡

充
・
強
化
に
向
け
て
、
本
省
当

局
の
更
な
る
努
力
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

中
国
支
部

６
月
２
日
第
２
１
回
の
定
期

大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

大

会

で

は

「

再

任

用

職

員

の

給

与

や

手

当
の
改
善
、

モ

チ

ベ

ー

シ

ョ

ン

を

も

っ

て

働

け

る

環

境

に

改

善

が

必
要
」
「
課

長

・

出

張

所

長

の

６

級

昇

格

は

進

ん

で

き

て
い
る
が
、
さ
ら
に
改
善
す
べ

き
」
「
防
災
体
制
や
危
機
管
理

体
制
の
な
か
で
交
代
要
員
も
お

ら
ず
こ
れ
以
上
の
定
員
削
減
に

歯
止
め
を
か
け
る
必
要
が
あ

る
」「
ラ
イ
ン
ポ
ス
ト
が
減
り
、

ス
タ
ッ
フ
ポ
ス
ト
が
多
様
化
し

て
い
る
が
場
当
た
り
的
な
業
務

分
担
に
な
っ
て
い
る
」
な
ど
の

意
見
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。

四
国
支
部

去
る
六
月
一
六
日
（
土
）
高

知
城
ホ
ー
ル
に
お
い
て
２
０
回

定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。大

会

に

お

い

て

、

昇

格

の

定

年

延

長

及

び

再

任

用

の

処

遇

改

善

、

管

理

職

等

ア

ン

ケ

ー

ト

な

ど

の

運

動

を

進

め

て

い

く

こ

と

や
今
年
度
は
支
部
ニ
ュ
ー
ス
を

定
期
的
に
発
行
す
る
こ
と
を
確

認
し
ま
し
た
。

九
州
支
部

６
月
２
日
第
２
１
回
の
定
期

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
大

会
で
は
、
「
中
津
災
害
」
で
初

め

て

人

命

救

助

で

緊

急

災

害

対

策

派

遣

隊

が

派

遣
さ
れ
て
い
る
。
土
木
営
繕
は

ブ
ロ
ッ
ク
化
さ
れ
て
い
る
が
、

他
の
職
種
も
可
能
と
考
え
て
い

る
幹
部
職
員
が
い
る
。
再
任
用

の
複
数
年
の
フ
ル
タ
イ
ム
を
。

仕
事
が
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
い

る
（
訓
令
職
の
）
仕
事
を
明
確

化
す
べ
き
。
な
ど
の
意
見
が
出

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

地
理
支
部

６
月
１
５
日
第
１
９
回
の
定

期
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

定
年
延
長
、
フ
ル
タ
イ
ム
要
求

や
地
方
測
量
部
を
管
区
機
関
と

し
て
位
置
付
け
る
な
ど
処
遇
を

改
善
し
て
い
く
方
針
を
確
立
し

ま
し
た
。

近
畿
支
部

７
月
４
日
、
近
畿
支
部
で
は

毎
年
参
加
し
て
い
る
平
和
行
進

に
参
加
し
ま
し
た
。

■
写
真
は
の
ぼ
り
を
持
つ
西
村

本
部
事
務
局
長
■

執行委員長 河村　昭 出雲

事務局長 末永　敦 太田川

中国支部
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執行委員長 明比　　貢 徳島河川国道

副執行委員長 毛利　浩徳 香川河川国道

事務局長 向井　洋一 松山河川国道

四国支部

執行委員長 野口　和洋 熊本河川国道

執行副委員長 神野　隆司 川内川河川

執行副委員長 沼田　英昭 鹿児島国道

執行副委員長 福留　泰男 武雄河川

事務局長 堀之内 幸昌 鹿児島国道

事務局次長 興梠　逸郎 武雄河川

九州支部

執行委員長 矢沢　勇 基本図情報部

副執行委員長 中島　最郎 中国地測

副執行委員長 濱崎　英夫 測地観測センター

事務局長 石川　典彦 測地部

事務局次長 田中　和之 測地観測センター

事務局次長 根本　悟 測地観測センター

地理支部

こ
れ
以
上
の
定
員

削
減
は
ダ
メ

来
年
度
の
機
構
・
定
員
の
要
求
基
準

を
閣
議
決
定

地整減（港湾含む）

要求総数 定員合理化数 差し引き 新規増員数 定員合理化数 差し引き

2015(27) 1,498 1,245 253 1,020 1,259 -239 -258

2016(28) 1,555 1,284 271 1,047 1,289 -242 -219

2017(29) 1,552 1,229 323 1,036 1,230 -194 -229

2018(30) 1,728 1,274 454 1,215 1,290 -75 -217

国土交通省の定員要求と決定数の変化

年度
増　員　要　求 決　　　　定


